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■ 
五
月
十
六
日
（
月
）
〜
二
十
二
日
（
日
）

は
春
の
行
政
相
談
週
間
で
す
。

　

皆
さ
ん
、「
行
政
相
談
」を
ご
存
じ
で
す
か
？

「
行
政
相
談
」
と
は
、
国
の
行
政
機
関
や
Ｎ

Ｔ
Ｔ
な
ど
の
特
殊
法
人
の
仕
事
に
つ
い
て
、

皆
さ
ん
の
苦
情
や
要
望
を
お
聞
き
し
、
そ
の

解
決
の
促
進
を
図
る
制
度
で
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
の
ご
相
談
は
、
総
務
大
臣
が

委
嘱
し
た
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
行
政
相

談
委
員
」
が
受
け
付
け
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　

揖
斐
川
町
で
は
、
次
の
方
々
に
行
政
相
談

委
員
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

【
揖
斐
川
地
域
】　

宗
宮
正
道
さ
ん

（
房
島
八
五
六-

一　
　

℡
２
２―

２
８
７
７
）

【
谷
汲
地
域
】　

瀧
瀬
忠
彦
さ
ん

（
谷
汲
長
瀬
一
七
五
三　

℡
５
５―

２
４
４
０
）

【
春
日
地
域
】　

駒
月
善
見
さ
ん

（
春
日
美
束
二
九
三
五―

一 

℡
５
７―

２
８
１
０
）

【
久
瀬
地
域
】　

竹
中　

章
さ
ん

（
西
津
汲
五
四
六　
　

℡
５
４―

２
２
２
５
）

【
藤
橋
地
域
】　

中
川
千
吉
さ
ん

（
西
横
山
八
二
五　

℡
５
２―

２
３
４
３
）

【
坂
内
地
域
】　

中
矢
仲
夫
さ
ん

（
坂
内
広
瀬
九
四
六　

℡
５
３―

２
３
４
１
）

　

ま
た
、
岐
阜
行
政
評
価
事
務
所
（
岐
阜

市
金
竜
町
五―

十
三　

岐
阜
合
同
庁
舎
、
℡

０
５
７
０―

０
９
０
１
１
０　
〈
行
政
苦
情

１
１
０
番
〉）
で
は
、
い
つ
で
も
行
政
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。

全
国
一
斉
�
人
権
擁
護
委
員
�
日
�

特
設
相
談
所
開
設

　

毎
年
、
六
月
一
日
は
「
人
権
擁
護
委
員
の

日
」
で
す
。

　

岐
阜
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
お
よ
び
大

垣
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
揖
斐
部
会
で
は
、

人
権
擁
護
委
員
制
度
の
周
知
徹
底
と
人
権
思

想
の
普
及
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
全

国
一
斉
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
特
設
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。

　

相
談
は
毎
日
の
暮
ら
し
の
な
か
で
起
こ
る

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
、
い
じ
め
、
体
罰
、
部
落
差

別
、
女
性
差
別
な
ど
差
別
問
題
、
家
庭
内
（
夫

婦
、
親
子
、
結
婚
、
離
婚
、
扶
養
、
相
続
な
ど
）、

借
地
借
家
、
近
隣
間
の
も
め
ご
と
、
悩
み
ご
と

な
ど
、
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

ま
た
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の

で
、ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
日　

平
成
十
七
年
六
月
一
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
二
時
〜
午
後
四
時

場
所　
　

揖
斐
川
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

相
談
担
当
者　

揖
斐
川
町
人
権
擁
護
委
員

問
合
せ
先　
　

揖
斐
川
町
役
場　

福
祉
課　

六
十
九
歳
�
福
祉
医
療
補
助
制
度
�
廃
止

�
�
�
�

　

四
月
一
日
か
ら
県
の
補
助
金
が
改
正
さ
れ

る
こ
と
に
伴
い
、
六
十
九
歳
の
福
祉
医
療
費
助

成
制
度
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
現
在
該
当

し
て
い
る
方
の
医
療
費
は
、
受
給
者
証
に
書
い

て
あ
る
有
効
期
限
ま
で
助
成
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
役
場
住
民
課
保
険
年
金
係
ま
で

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。　

児
童
手
当
�
申
請
手
続
�
�
�
早
�
�
�

　

所
得
制
限
な
ど
の
理
由
に
よ
り
児
童
手
当

を
受
け
て
い
な
い
方
で
、
十
六
年
分
所
得
が

左
表
の
所
得
制
限
限
度
額
以
内
な
ど
新
た
に

該
当
と
な
る
方
は
、
認
定
請
求
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。（
公
務
員
の
方
に
つ
い
て

は
、
勤
務
先
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

　

な
お
、
現
在
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方

に
は
、
六
月
上
旬
に
現
況
届
を
お
送
り
し
ま
す

の
で
、
お
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
金
額 

　

第
一
子
・
二
子　
　

月
額　

５
，
０
０
０
円

　

第
三
子
以
降　

一
人
に
つ
き

　
　
　
　
　
　
　
　

 

月
額
１
０
，
０
０
０
円

　

＊
特
例
給
付
は
厚
生
年
金
等
に
加
入
し
て
い

る
方
の
み
適
用

＊
所
得
税
法
に
規
定
す
る
老
人
控
除
対
象

配
偶
者
ま
た
は
老
人
扶
養
親
族
が
あ
る
場
合

は
、
表
の
額
に
当
該
老
人
控
除
配
偶
者
ま
た

は
老
人
扶
養
親
族
一
人
に
つ
き
六
万
円
を
加

算
し
た
額

・
申
請
期
限　

平
成
十
七
年
五
月
三
十
一（
火
）

・
申
請
場
所　

揖
斐
川
町
役
場　

福
祉
課

　

ま
た
は
各
振
興
事
務
所

・
持
参
す
る
も
の　

印
鑑
、
受
給
者
名
義
の

預
金
通
帳
、
保
険
証
（
写
）

詳
し
く
は
、
揖
斐
川
町
役
場
福
祉
課
（
℡ 

２
２―

２
１
１
１
内
線
１
７
４
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
十
七
年
度
年
金
相
談
業
務
�
�
�
�

　

社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
待
ち
時
間
の
解

消
や
勤
労
者
な
ど
平
日
昼
間
に
相
談
で
き
な

い
方
へ
の
相
談
時
間
を
確
保
す
る
た
め
に
、

次
の
時
間
に
年
金
相
談
業
務
を
実
施
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一　

毎
週
月
曜
日
に
つ
い
て

午
後
七
時
ま
で
受
付
を
延
長
（
十
月

三
十
一
日
に
つ
い
て
は
、午
後
五
時
ま
で
）

月
曜
日
が
休
日
の
場
合
は
、
翌
日
火
曜

日
に
受
付
を
延
長

二　

毎
月
第
二
土
曜
日
に
つ
い
て
、

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
ま
で
受
付

　

詳
し
く
は
、
大
垣
社
会
保
険
事
務
所
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

〒
５
０
３―

８
５
５
５　

大
垣
市
八
島
町
一
一
四

　

℡
０
５
８
４―

７
８―

５
１
６
６

扶養親族等の数 児童手当 特例給付

０人 ３０１万円 ４６０万円

１人 ３３９万円 ４９８万円

２人 ３７７万円 ５３６万円

３人 ４１５万円 ５７４万円

４人 ４５３万円 ６１２万円

５人 ４９１万円 ６５０万円

平成 17年度　所得制限限度額表

Information Room

＊金額は平成 16年分所得額



IBIGAWA 2005 MAY   2627  IBIGAWA 2005 MAY

○
対
象
者　

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、
平

成
十
七
年
四
月
一
日
に
お
い
て
、
公
務
扶
助

料
や
遺
族
年
金
等
を
受
け
る
方
が
い
な
い
場

合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族

お
一
人
。

一　

弔
慰
金
の
受
給
権
者

二　

戦
没
者
等
の
子

三　

①
父
母 

②
孫 

③
祖
父
母 
④
兄
弟
姉
妹

　
（
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て
い
な

か
っ
た
方
は
除
か
れ
ま
す
）

四　

右
記
三
以
外
の
①
父
母 

②
孫 

③
祖
父

母
④
兄
弟
姉
妹

五　

右
記
一
か
ら
四
以
外
の
三
親
等
内
の
親
族

　
（
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
一

年
以
上
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
方
に
限

ら
れ
ま
す
）

○
支
給
内
容

　

額
面
四
十
万
円
、
十
年
償
還
の
記
名
国
債

○
請
求
期
間

平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
年

三
月
三
十
一
日
ま
で

○
請
求
窓
口　
　

役
場
福
祉
課

請
求
手
続
な
ど
詳
し
く
は
揖
斐
川
町
役
場
福

祉
課
（
℡
２
２―

２
１
１
１
）
ま
で
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

　

育
児
や
し
つ
け
の
こ
と
、
遊
び
場
や
友
だ

ち
の
こ
と
、
健
康
の
こ
と
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
に
一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
お
父

さ
ん
、お
母
さ
ん
、仲
間
を
作
り
、親
子
一
緒

に
楽
し
く
遊
び
、子
育
て
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

　

地
域
に
お
け
る
子
育
て
家
庭
に
お
け
る
育

児
支
援
を
０
歳
〜
三
歳
児
を
対
象
に
行
い
ま

す
。

●
揖
斐
川
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

揖
斐
川
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

旧
揖
斐
川
幼
稚
園
に
て
開
所
し
て
い
ま
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
毎
月
発
行
の「
ぴ
っ

こ
ろ
だ
よ
り
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
各
幼
児

園･

保
育
園
、役
場
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、図
書
館
、

中
央
公
民
館
に
て
配
布
）

利
用
方
法　
　

登
録
制
、
会
費
な
し
。

開
所
時
間　
　

午
前
九
時
〜
午
後
四
時

休
館
日　
　
　

休
祭
日
・
土
・
日
曜
日

連
絡
先　

℡
２
３―

１
１
３
６

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

kosodateshien@
ibigaw

a.gifu.jp
　

五
月
の
活
動
内
容

　

時
間　

十
時
三
十
分
〜
十
一
時
三
十
分

十　

日（
火
）　
な
か
よ
し
広
場（
リ
ズ
ム
で
遊
ぼ
う
）

十
二
日（
木
）　
０
歳
児
交
流
＆
育
児
相
談

十
七
日（
火
）　
ふ
れ
あ
い
広
場（
お
話
ル
ー
ム
）

十
九
日（
木
）　
１
歳
児
交
流
＆
育
児
相
談

二
十
四
日（
火
）　
ふ
れ
い
あ
い
広
場（
砂
場
遊
び
）

二
十
六
日（
木
）　
２
・
３
歳
児
交
流
＆
育
児
相
談

二
十
七
日（
金
）　
健
康
相
談
＆
セ
ミ
ナ
ー

三
十
一
日（
火
）　
ふ
れ
あ
い
広
場（
お
誕
生
日
会
）

●
か
す
が
保
育
園
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

毎
週
月
曜
日
園
庭
開
放

　

時
間　

九
時
三
十
分
〜
十
二
時

十
二
日（
木
）　

戸
外
あ
そ
び

十
九
日（
木
）　

お
も
ち
ゃ
作
り

二
十
六
日（
木
）　

サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
植
え

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
て
自
分
を
表
現

し
て
み
ま
せ
ん
か
？
障
害
が
あ
る
方
も
な
い

方
も
楽
し
く
一
緒
に
学
び
ま
し
ょ
う
。

日
程　

平
成
十
七
年
六
月
七
日
（
火
）
か
ら

七
月
二
十
六
日
（
火
）
の
毎
週
火
曜

日
、
午
後
一
時
〜
四
時　

全
八
回　

場
所　

西
濃
サ
ン
ホ
ー
ム

内
容　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成

対
象　

自
宅
に
パ
ソ
コ
ン
を
お
持
ち
の
方
（
定

員
四
名
）

費
用　

テ
キ
ス
ト
代　

千
円
程
度

お
申
込
・
問
合
せ
先　

参
加
希
望
の
方
は
平

成
十
七
年
五
月
二
十
日
ま
で
に
障
害
者
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー
（
２
１―

３
１
５
０
）

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
は
自
立
を
目
指

す
障
害
を
持
っ
た
方
々
の
地
域
生
活
を
応
援
。

　

障
害
が
あ
っ
て
も
暮
ら
し
や
す
い
揖
斐
郡

を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
遊
び

に
来
て
く
だ
さ
い
。

　

知
的
障
害
者
授
産
施
設
ハ
ー
ト
ピ
ア
谷
汲

の
杜
で
は
、
在
宅
の
障
害
を
持
つ
方
と
そ
の

ご
家
族
、
ま
た
そ
の
方
々
を
支
援
し
た
い
方

を
対
象
と
し
た
「
さ
を
り
織
り
」
の
体
験
会

を
開
催
し
ま
す
。
体
験
し
た
い
方
は
お
気
軽

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日　

時　

平
成
十
七
年
五
月
二
十
三
日
（
月
）

午
前
十
時
〜
午
後
二
時
三
十
分

（
休
憩
・
昼
食
あ
り
）

費　

用　

無
料（
材
料
代･

昼
食
代
）織
っ
た

布
は
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
け
ま
す
。

募
集
人
員　

六
名
（
知
的
障
害
を
お
持
ち
の

方
を
優
先
し
ま
す
。）

場　

所　

揖
斐
川
町
谷
汲
深
坂
一
二
五
九

　

知
的
障
害
者
授
産
施
設
ハ
ー
ト
ピ
ア
谷
汲
の
杜

問
合
せ
先　

ハ
ー
ト
ピ
ア
谷
汲
の
杜　

℡
５
６―

１
０
２
０　

担
当
・
安
藤
ま
で

　

初
め
て
の
方
で
も
簡
単
に
体
験
で
き
ま
す

の
で
、ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

新
緑
の
春
日
を
歩
き
ま
せ
ん
か
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
「
せ
ら
ぴ
ー
か

す
が
ろ
ー
ど
」
参
加
無
料

　

県
下
各
地
で
、
花
の
名
所
、
祭
り
な
ど
の

自
然
や
歴
史
文
化
に
触
れ
ら
れ
る「
花
街
道

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
春

日
地
域
で
は
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

と　

き　
　

平
成
十
七
年
五
月
十
五
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雨
天
決
行

受　

付　
　

午
前
十
時
〜
十
二
時

集
合
場
所　

か
す
が
モ
リ
モ
リ
村

コ
ー
ス　
　

か
す
が
モ
リ
モ
リ
村
↓
薬
師
寺

堂
↓
上
ヶ
流
茶
園
（
お
茶
工
場
）
↓ 

津
島
神
社
↓
下
ヶ
流
（
お
茶
工
場
）

↓
偏
光
寺
↓
か
す
が
モ
リ
モ
リ
村

問
合
せ
先　
　

西
濃
地
域
農
山
村
整
備
事
務
所

　
　
　
　

西
濃
地
域
揖
斐
農
林
商
工
事
務
所

（
０
５
８
５-

２
３-

１
１
１
１
（
内
４
０
５
））

　

五
月
八
日
（
日
）（
毎
月
第
二
日
曜
日
〈
四

月
〜
十
二
月
〉）
に
「
藤
橋
新
鮮
朝
市
」
を

開
催
し
ま
す
。

　
　

場
所
：
星
の
ふ
る
里
ふ
じ
は
し
道
の
駅

　
　

時
間
：
午
前
八
時
か
ら

　

新
鮮
野
菜
や
山
菜
な
ど
地
域
の
特
産
品
が

い
っ
ぱ
い
!!

　

二
八
そ
ば
や
み
た
ら
し
だ
ん
ご
・
飛
騨
牛

串
焼
き
の
販
売
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
ば
処
「
藤
橋
庵
」
で
は
行
楽
弁
当
販
売

し
て
い
ま
す
。

Information Room
戦
没
者
等
�
�
遺
族
�
皆
�
�
�

―
第
八
回
特
別
弔
慰
金
�
支
給
�
�
�
�―

子
育
�
支
援
�
�
�
�
�
�
知
�
�

障
害
者
生
活
支
援
�
�
�
�
�
�
�
�
知
�
�

�
�
�
�
�
�
作
成
教
室
参
加
者
�
募
集

�
�
�
�
織
�
�
体
験
会
�
募
集

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
開
催
�
�
知
�
�

�
藤
橋
新
鮮
朝
市
�
開
催
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第
十
四
回
�
花
�
都
�
�
�
花
�
�
�
�

�
�
�
�
応
募
者
募
集

一　

応
募
対
象

・
個
人
部
門
（
個
人
が
実
施
す
る
花
飾
り
）

①
ガ
ー
デ
ン
の
部　

個
人
宅
の
庭
全
体
、
休

耕
田
を
利
用
し
た
花
畑
な
ど
の
花
か
ざ
り

②
ミ
ニ
ス
ペ
ー
ス
の
部　

個
人
宅
の
玄
関

ア
プ
ロ
ー
チ
な
ど
の
比
較
的
小
さ
い
空

間
の
花
か
ざ
り

・
団
体
部
門
（
組
合
、
自
治
体
、
グ
ル
ー
プ

な
ど
の
団
体
が
実
施
す
る
花
か
ざ
り
）

・
店
舗
部
門（
商
店
な
ど
店
舗
が
行
う
花
か
ざ
り
）

・
企
業
部
門（
会
社
な
ど
企
業
が
行
う
花
か
ざ
り
）

二　

募
集
期
間　
平
成
十
七
年
七
月
八
日
（
金
）
ま
で

三　

応
募
用
紙　

役
場
、
西
濃
総
合
庁
舎
及

び
揖
斐
総
合
庁
舎
に
て
配
布
中
。

　
（
財
）
花
の
都
ぎ
ふ
花
と
緑
の
推
進
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
能

(http://w
w
w
.fandg.gifu-net.jp)

四　

申
込
方
法　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
、
写
真
を
貼
付
の
う
え
、
役
場
へ
提

出
。（
自
薦
、
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
）

五　

問
合
せ
先　

西
濃
地
域
振
興
局
振
興

課
企
画
調
整
担
当
【
０
５
８
４―

７
３―

１
１
１
１（
内
線
２
１
５
）】

六　

主
催　

岐
阜
県
・（
財
）
花
の
都
ぎ
ふ

花
と
緑
の
推
進
セ
ン
タ
ー

七　

オ
リ
ジ
ナ
ル
応
募
特
典
（
西
濃
圏
域
在

住
の
方
の
み
）

☆
特
典
１
：
応
募
さ
れ
た
方
全
員
に
「
花
の

た
ね
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

☆
特
典
２
：
応
募
作
品
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ

ン
ダ
ー
を
作
成
（
希
望
者
の
み
）

☆
特
典
３
：
西
濃
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
花
だ

よ
り
」
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
（
希
望
者
の
み
）

花
�
遊
�
��
�
�
花
�
学
習
�
�
�
�
�

受
講
者
募
集

　

西
濃
地
域
揖
斐
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

で
は
、
県
民
の
皆
さ
ま
に
気
軽
に
花
に
つ
い

て
学
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、「
花
の
学
習

セ
ン
タ
ー
」
を
開
講
し
ま
す
。
年
間
五
回
の

コ
ー
ス
で
花
に
関
す
る
総
合
的
な
研
修
を
し

て
い
た
だ
く
講
座
で
す
。

開
催
時
期　

平
成
十
七
年
六
月
〜
十
二
月
ま
で

の
五
回

第
一
回　

六
月
一
日
（
水
）
九
時
〜　

花
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
５
現
地
視
察

研
修

第
二
回　

七
月
十
三
日（
水
）十
三
時
三
十
分
〜

花
栽
培
基
礎
講
座
、寄
せ
植
え
実
習

第
三
回　

九
月
七
日（
水
）十
三
時
三
十
分
〜

花
栽
培
基
礎
講
座
、寄
せ
植
え
実
習

第
四
回　

十
月
十
九
日（
水
）十
三
時
三
十
分
〜

花
木
剪
定
講
座
、
寄
せ
植
え
実
習

第
五
回　

十
二
月
七
日（
水
）十
三
時
三
十
分
〜

年
末
年
始
用
花
か
ざ
り

注
意
：
都
合
に
よ
り
期
日
が
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

開
催
場
所　

揖
斐
総
合
庁
舎（
揖
斐
川
町
上
南
方
一―
一
）

花
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
５
会
場
（
可
児
市
）

講
師　

揖
斐
郡
内
花
き
生
産
者
、
農
業
改
良

普
及
セ
ン
タ
ー
な
ど

費
用　

材
料
代
な
ど
実
費

（
毎
回
２
，
５
０
０
円
程
度
を
予
定
）

申
込
方
法　

は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
と
「
花
の
学
習
セ
ン
タ
ー
受
講
希
望
」

と
明
記
の
う
え
、
五
月
十
六
日
（
月
）
ま
で

に
次
ま
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
フ
ァ
ク
ス
、

Ε
メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

な
お
、
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

六　

申
込
先　

〒
５
０
１―

０
６
０
３　

揖
斐
郡
揖
斐
川
町
上
南
方
一―

一

　

西
濃
地
域
揖
斐
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
内

「
花
の
学
習
セ
ン
タ
ー
」
係
（
担
当　

桑
原
）

℡
０
５
８
５―

２
３―

１
１
１
１
（
内
線
２
３
３
）

FAX
０
５
８
５―

２
２―

５
３
９
０　

E
メ
ー
ル　

c24903@
pref.gifu.lg.jp

�
�
�
�
農
園
�
募
集

　

谷
汲
オ
ー
ナ
ー
農
園
で
は
、
じ
ゃ
が
い

も　

一
口
（
三
十
株
）・
さ
つ
ま
い
も
一
口

（
二
十
株
）四
十
口
分
の
オ
ー
ナ
ー
を
一
口
３
，

０
０
０
円
で
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
お
申
し

込
み
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
農
園
近
く
の
会

場
に
て
、
じ
ゃ
が
い
も
が
六
月
中
旬
・
さ
つ

ま
い
も
は
十
月
上
旬
開
催
の
収
穫
祭
に
ご
参

加
い
た
だ
け
ま
す
。

　

お
申
し
込
み
、
ま
た
は
興
味
の
あ
る
方
は

次
の
連
絡
先
ま
で
お
電
話
に
て
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
問
い
合
わ
せ
は
土
・

日
祝
祭
日
を
除
き
、
月
曜
〜
金
曜
の
八
時

三
十
分
〜
十
七
時
ま
で
で
す
。

問
合
せ
先　

揖
斐
川
町
谷
汲
振
興
事
務
所　

基
盤
整
備
二
課
（
℡
５
５―

２
１
１
１
）

�
�
男
女
共
生
大
学
受
講
生
�
募
集

　

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
諸
問
題
や
、
社

会
全
般
の
幅
広
い
知
識
を
学
ぶ
こ
と
に
よ

り
、
地
域
や
団
体
に
お
い
て
男
女
共
同
参
画

を
進
め
て
い
た
だ
け
る
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
を
育

成
す
る
た
め
の
講
座
で
す
。

期
間　

平
成
十
七
年
六
月
下
旬
〜

平
成
十
八
年
二
月
下
旬
ま
で
の
十
六
日
間

定
員　

県
内
に
在
住
す
る
二
十
歳
以
上
の
か

た
五
十
名
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

場
所　

関
市
総
合
福
祉
会
館

申
込
み　

各
市
町
村
窓
口
の
募
集
チ
ラ
シ
を

ご
覧
の
う
え
、
往
復
は
が
き
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
五
月
三
十
一
日
ま
で
に

〒
５
０
０―

８
５
７
０　

岐
阜
県
庁
男
女

共
同
参
画
室
ま
で
。

問
合
せ
先　

岐
阜
県
庁
男
女
共
同
参
画
室

　
【
０
５
８―

２
７
２―

１
１
１
１
（
内
線
２
４
３
２
）】

消
防
�
�
�
知
�
�

甲
種
防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習
会
開
催

　

学
校
、
工
場
、
店
舗
な
ど
で
多
数
の
人
が

出
入
り
し
、
勤
務
す
る
事
業
所
に
は
、
一
定

の
資
格
を
持
っ
た
「
防
火
管
理
者
」
を
置
く

義
務
が
、
消
防
法
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

消
防
本
部
で
は
、
こ
の
た
び
、
つ
ぎ
に
よ

り
甲
種
防
火
管
理
者
資
格
を
取
得
す
る
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
該
当
者
、
希
望
者

は
、
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

平
成
十
七
年
七
月
四
日
（
月
）

五
日
（
火
）
の
二
日
間

午
前
九
時
〜
午
後
四
時
三
十
分

場
所　

大
野
町
中
之
元　

揖
斐
郡
消
防
組
合
消
防
本
部　

三
階
研
修
室

受
講
料　

無
料
、
た
だ
し
テ
キ
ス
ト
、
昼
食

代
と
し
て
４
，
５
０
０
円
は
必
要

申
込
期
限　

五
月
三
十
一
日
（
月
）

そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
、
消
防
本
部
予
防
課

（
３
２―

０
１
１
９
）へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
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町
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

島
町
営
住
宅

・
住
所 

揖
斐
川
町
島
一
四
二
番
地

・
募
集
戸
数　
　

一
戸

・
建
設
年
度　
　

平
成
十
年
度

・
構
造
等　

中
層
耐
火
構
造
三
階
建
て

・
間
取
り　

３
Ｄ
Ｋ

・
駐
車
場　

一
台

・
家
賃　

２
３
，
２
０
０
円
〜

* 

敷
金　

家
賃
の
三
ヶ
月
分

* 

入
居
条
件　

揖
斐
川
町
内
に
在
住
も
し
く

は
在
勤
に
限
る
。
※
そ
の
他
所
得
要
件
あ
り

* 

募
集
期
間　
　

五
月
二
日
〜
五
月
十
六
日

* 

入
居
予
定
日　
　

平
成
十
七
年
六
月
十
日

　

詳
し
く
は
、
役
場
都
市
整
備
課
（
℡
２
２

―

２
１
１
１
内
線
２
０
３
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

河
川
愛
護
�
�
�
�
募
集

　

国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
は
河
川
の

監
視
、
河
川
愛
護
思
想
の
普
及
と
地
域
の
み

な
さ
ま
と
の
交
流
を
よ
り
深
め
る
た
め
、
河

川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

　

木
曽
川
上
流
河
川
事
務
所
で
は
揖
斐
川
町
内

で
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
を
一
名
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　

平
成
十
七
年
五
月
九
日
〜

五
月
三
十
一
日

区
間　

揖
斐
川
右
岸
（
三
町
大
橋
付
近
か
ら

粕
川
合
流
付
近
ま
で
）

応
募
資
格　

・
二
十
歳
以
上
で
右
記
区
間
の
近
隣
に
お
住

ま
い
の
か
た
。

・
川
に
接
す
る
機
会
が
多
く
河
川
愛
護
に
関

心
の
あ
る
か
た
。

手
当　

月
額
４
，
５
８
０
円

問
合
せ
先　

国
土
交
通
省
木
曽
川
上
流
河
川

事
務
所
占
用
調
整
課　

林
、
大
沢

〒
５
０
０―

８
８
０
１　

岐
阜
市
忠
節
町
五―

一

電
話
０
５
８―

２
５
１―

１
３
２
６

�
�
�
�
環
境
�
�
�
�
�
�
�
開
催
�
�

知
�
�

　

人
と
自
然
が
共
生
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

築
い
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
、
環
境
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　

時　
　

五
月
二
十
二
日
（
日
）

十
時
〜
十
五
時
三
十
分

会　

場　
　

揖
斐
川
町
中
央
公
民
館

映
画
上
映
会　
　

大
ホ
ー
ル　

十
三
時
三
十
分
〜
十
五
時

「
地
球
交
響
曲
（
ガ
イ
ヤ
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
）」

　
　
　
　
　
　
　

入
場
無
料　

先
着
二
百
名

　

ブ
ー
ス
の
出
展
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
展
示
、

試
食
コ
ー
ナ
ー
な
ど
予
定
し
て
い
ま
す
。
お

気
軽
の
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

参
加
者
は
試
食
コ
ー
ナ
ー
で
使
う
お
箸
、
お

椀
、
お
皿
な
ど
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
リ
サ
イ
ク
ル
は
が
き
講
座
に
参
加
さ
れ
る

方
は
牛
乳
パ
ッ
ク
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

い
び
が
わ
ミ
ズ
み
ず
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

は
「
ア
フ
リ
カ
へ
毛
布
を
送
る
運
動
」
に
参

加
し
て
い
ま
す
。
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
当

日
、
会
場
で
も
毛
布
の
提
供
を
受
け
付
け
ま

す
。

問
合
せ
先　

い
び
が
わ
ミ
ズ
み
ず
エ
コ
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
（
℡
２
２―

１
７
３
２
）

平
成
十
七
年
度
親
子
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
資

源
回
収
�
活
動
日
程
�
�
�
�
�
揖
斐
川
地
区
�

　

揖
斐
川
地
区
各
小
中
学
校
に
お
い
て
次
の

と
お
り
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
が
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

天
候
な
ど
の
都
合
に
よ
り
日
程
が
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

回
収
す
る
も
の　

　
　

新
聞
紙
、
雑
誌
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
な
ど

北
方
小
学
校　
　

五
月
二
十
一
日
（
土
）、

十
月
二
十
二
日
（
土
）

大
和
小
学
校　
　

五
月
十
四
日
（
土
）、

十
月
八
日
（
土
）

揖
斐
小
学
校　
　

六
月
十
二
日
（
日
）、

十
一
月
六
日
（
日
）、

二
月
五
日
（
日
）

清
水
小
学
校　
　

五
月
二
十
九
日
（
日
）、

十
二
月
二
十
五
日
（
日
）

小
島
小
学
校　
　

五
月
十
五
日
（
日
）、

十
一
月
二
十
七
日
（
日
）

養
基
小
学
校　
　

六
月
五
日
（
日
）、

十
一
月
十
二
日
（
土
）

北
和
中
学
校　
　

七
月
三
十
一
日
（
日
）、

十
一
月
二
十
七
日
（
日
）

い
び
が
わ
ミ
ズ
み
ず
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
℡
２
２―

１
７
３
２
）　

回
収
時
間　

十
時
〜
十
五
時

回
収
場
所　

揖
斐
川
町
白
樫　

内
田
木
材
工
業

　

六
月
二
十
六
日
（
日
）、
七
月
三
十
一

日
（
日
）、
八
月
二
十
七
日
（
土
）、
十
二
月

二
十
五
日
（
日
）、一
月
二
十
九
日
（
日
）、二

月
二
十
六
日
（
日
）、
三
月
二
十
六
日
（
日
）

税
務
職
員
募
集

名
古
屋
国
税
局
で
は
税
務
職
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

【
受
験
案
内
】

　

平
成
十
七
年
度
の
Ⅲ
種（
税
務
）試
験
の

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

受
験
資
格　
昭
和
六
十
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和

六
十
三
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

受
付
期
間　

平
成
十
七
年
六
月
二
十
一
日（
火
）

〜
平
成
十
七
年
六
月
二
十
八
日（
火
）

申
込
用
紙
等
の
請
求
や
ご
不
明
な
点
な
ど
は
、

名
古
屋
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
係

（
０
５
２―

９
５
１―

３
５
１
１　

内
線
３
４
５
０
）

又
は
最
寄
り
の
税
務
署
総
務
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

税
務
署
�
�
�
�
知
�
�

　

税
務
署
に
申
告
し
た
所
得
や
税
額
が
少
な

か
っ
た
り
、
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
人
が
申
告
を
し
な
か
っ
た
と
き
は
、
税

務
署
長
は
、調
査
し
た
結
果
に
基
づ
き
更
正
、

決
定
な
ど
の
処
分
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
未

納
の
税
額
が
あ
り
、
督
促
を
し
て
も
な
お
納

付
さ
れ
な
い
場
合
に
は
財
産
の
差
押
え
な
ど

の
処
分
を
行
い
ま
す
。

第１次
試験

試験日 平成 17年９月４日（日）

試験内容
教養試験（多枝選択式）、適性

試験（多枝選択式）、作文試験

合格発表 平成 17年 10 月７日（金）

第２次
試験

試験日

平成 17年 10 月 13 日（木）か

ら平成 17 年 10 月 20 日（木）

までのうち、「第１次試験合格

通知書」で指定する日

試験内容 人物試験（個別面接）･身体検査

最終合格発表 平成 17年 11 月 10 日（木）

Information Room
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こ
の
よ
う
な
処
分
を
受
け
た
こ
と
に
よ

り
、
納
税
者
の
権
利
や
利
益
が
不
当
に
損
な

わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
不
服
申
立
制

度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
不
服
申
立

て
の
手
続
き
に
は
、税
務
署
長
に
対
す
る「
異

議
申
立
て
」と
国
税
不
服
審
判
所
長
に
対
す
る

「
監
査
請
求
」が
あ
り
ま
す
。

国
税
不
服
審
判
所
と
は
・
・
・

　

国
税
不
服
審
判
所
は
、
納
税
者
の
正
当
な
権

利
利
益
を
救
済
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
国

税
庁
の
特
別
の
機
関
で
あ
り
、
国
税
の
賦
課
徴

収
に
当
た
る
税
務
署
や
国
税
局
な
ど
の
執
行

機
関
か
ら
分
離
さ
れ
て
い
ま
す
。

名
古
屋
国
税
不
服
審
判
所　

℡
０
５
２―

３
７
２―

９
４
１
１

名
古
屋
国
税
不
服
審
判
所　

静
岡
支
所　
　

℡
０
５
４―

２
５
３―

６
３
７
６

〜
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
相
談
室
又
は

税
務
署
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
〜

岐
阜
県
西
濃
県
税
事
務
所
�
�
�
�
知
�
�

　

自
動
車
税
は
四
月
一
日
の
名
義
人
に
課
税

さ
れ
て
、
納
税
通
知
書
は
五
月
中
旬
に
お
手

元
に
届
き
ま
す
。
納
期
限
は
五
月
三
十
一
日

（
火
）で
す
の
で
、
届
き
ま
し
た
ら
お
近
く
の

金
融
機
関（
銀
行
、
信
用
金
庫
、
農
協（
JA
）、

郵
便
局
）な
ど
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、納
税
通
知
書
が
届
か
な
い
、口
座
振
替
、

税
の
相
談
な
ど
、そ
の
他
ご
不
明
の
場
合
は

遠
慮
な
く
自
動
車
税
税
事
務
所
ま
た
は
西
濃

県
税
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

岐
阜
県
自
動
車
税
税
事
務
所

(

０
５
８―

２
７
９―

３
７
８
１)

岐
阜
県
西
濃
県
税
事
務
所

(

０
５
８
４―

７
３―

１
１
１
１)

平
成
十
七
年
度
�
�
国
民
健
康
保
険
税
率
�
改
定
�
�
�

〜　

町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す　

〜

　

平
成
十
七
年
一
月
三
十
一
日
の
町
村
合
併
に
伴
い
、
町
村
ご
と
に
課
税
さ
れ
て
い
た
税
額
が

平
成
十
七
年
度
よ
り
統
一
さ
れ
ま
す
。

　

改
定
後
の
保
険
税
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
保
険
税
は
、『
所
得
割
額
・
資
産
割
額
・
均

等
割
額
・
平
等
割
額
』
の
合
計
額
と
な
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
こ
の
た
び
の
改
定
に
よ
り
、
国
民
健
康
保
険
財
政
の
健
全
化
な
ら
び
に
安
定
し
た

事
業
運
営
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
せ
先　

揖
斐
川
町
役
場 

住
民
課 

保
険
年
金
係 

国
民
健
康
保
険
担
当 
℡
２
２―

２
１
１
１

揖
斐
祭
�
�
�
案
内

　

江
戸
時
代
享
保
年
間
よ
り
始
ま
っ
た
と
さ

れ
、
三
百
余
年
の
歴
史
を
誇
る
伝
統
あ
る
三

輪
神
社
の
祭
礼
、「
揖
斐
祭
り
」
が
五
月
四

日
、
五
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
好
評
い

た
だ
い
て
い
ま
す「
子
供
歌
舞
伎
特
別
披
露
」

を
揖
斐
川
中
央
公
民
館
に
て
開
催
し
ま
す
。

入
場
無
料
、
ぜ
ひ
一
度
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

五
月
三
日
（
火
）「
子
供
歌
舞
伎
特
別
披
露
」

　
　
　
　
　

揖
斐
川
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

　

午
後
一
時
三
十
分
、
五
時
の
二
回
上
演

　

な
お
、
揖
斐
祭
り
に
つ
い
て
は
、
例
年
の

と
お
り
三
輪
神
社
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

所得割額 資産割額 均等割額 平等割額 賦課限度額

平成 17年度

国保加入者の所得
( 控除後 ) の合計額

×
4.94％

国保加入者の固定
資産税の合計額

×
47.50％

国保加入者
１人につき

年額 28,300 円
( 月額 2,358 円 )

１世帯につき

年額 25,100 円
( 月額 2,092 円 )

年額 53 万円

旧揖斐川町 4.94％ 47.50％ 年額 28,300 円
( 月額 2,358 円 )

年額 25,100 円
( 月額 2,092 円 ) 年額 53 万円

旧谷汲村 4.80％ 50.00％ 年額 25,000 円
( 月額 2,083 円 )

年額 29,000 円
( 月額 2,416 円 ) 年額 53 万円

旧春日村 6.30％ 55.80％ 年額 18,000 円
( 月額 1,500 円 )

年額 17,500 円
( 月額 1,458 円 ) 年額 53 万円

旧久瀬村 6.90％ 61.00％ 年額 22,000 円
( 月額 1,833 円 )

年額 22,000 円
( 月額 1,833 円 ) 年額 53 万円

旧藤橋村 6.20％ 50.00％ 年額 20,000 円
( 月額 1,666 円 )

年額 22,000 円
( 月額 1,833 円 ) 年額 53 万円

旧坂内村 6.50％ 56.00％ 年額 18,000 円
( 月額 1,500 円 )

年額 18,000 円
( 月額 1,500 円 ) 年額 53 万円

所得割額 資産割額 均等割額 平等割額 賦課限度額

平成 17年度

国保加入者の所得
( 控除後 ) の合計額

×
0.61％

国保加入者の固定
資産税の合計額

×
8.02％

国保加入者
１人につき

年額 6,000 円
( 月額 500 円 )

１世帯につき

年額 3,600 円
( 月額 300 円 )

年額 8万円

旧揖斐川町 0.61％ 8.02％ 年額 6,000 円
( 月額 500 円 )

年額 3,600 円
( 月額 300 円 ) 年額 8万円

旧谷汲村 0.60％ 6.00％ 年額 6,000 円
( 月額 500 円 )

年額 3,400 円
( 月額 283 円 ) 年額 8万円

旧春日村 0.37％ 3.40％ 年額 5,000 円
( 月額 416 円 )

年額 3,300 円
( 月額 275 円 ) 年額 8万円

旧久瀬村 1.50％ 10.50％ 年額 7,000 円
( 月額 583 円 )

年額 7,000 円
( 月額 583 円 ) 年額 8万円

旧藤橋村 1.06％ 33.00％ 年額 8,300 円
( 月額 691 円 )

年額 5,300 円
( 月額 441 円 ) 年額 8万円

旧坂内村 1.40％ 33.30％ 年額 6,500 円
( 月額 541 円 )

年額 3,900 円
( 月額 325 円 ) 年額 8万円

医療分の保険税

介護分の保険税（40歳～ 64歳までの国保加入者に介護分の保険税が賦課されます）

過去の祭りの模様


